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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ガラス粉末及び（メタ）アクリレートを含み、
　前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、
亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で２０質量％以上である、歯科用重合
性組成物。
【請求項２】
　ガラス粉末及び（メタ）アクリレートを含み、
　前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、
亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり、カルシウム
又はランタンをさらに含む、歯科用重合性組成物。
【請求項３】
　ガラス粉末及び（メタ）アクリレートを含み、
　前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、
亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり、フッ素の含
有量が６．８質量％以下である、歯科用重合性組成物。
【請求項４】
　ガラス粉末及び（メタ）アクリレートを含み、
　前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に含まず、
亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり、ストロンチ
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ウムをさらに含み、ストロンチウムの含有量が、酸化ストロンチウム（ＳｒＯ）に換算し
た量で１２．４質量％以下である、歯科用重合性組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、歯科用重合性組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　歯科分野においては、（メタ）アクリレート等の重合性単量体を含み、重合性単量体が
重合することにより硬化する原理を応用した歯科用重合性組成物が広く用いられている。
【０００３】
　歯科用重合性組成物の具体的な形態としては、例えば、歯科用接着剤、歯科用プライマ
ー、歯科用コート材、歯科用レジンセメント、歯科用コンポジットレジン、歯科用硬質レ
ジン、歯科切削加工用レジン材料、歯科用暫間修復材等が挙げられる。
【０００４】
　例えば、歯科用接着剤は、重合性単量体が重合開始剤の存在下、重合硬化することによ
り、接着剤としての機能を発揮する（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－２６２２５号公報
【特許文献２】特開２０００－８６４２１号公報
【特許文献３】特開２０１０－２８０６３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、歯質脱灰抑制効果を向上させることが望まれている。
【０００７】
　そこで、本発明の一態様は、歯質脱灰抑制効果を向上させることが可能な歯科用重合性
組成物を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様は、歯科用重合性組成物において、ガラス粉末及び（メタ）アクリレー
トを含み、前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に
含まず、亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で２０質量％以上である。
　本発明の他の一態様は、歯科用重合性組成物において、ガラス粉末及び（メタ）アクリ
レートを含み、前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質
的に含まず、亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり
、カルシウム又はランタンをさらに含む。
　本発明の他の一態様は、歯科用重合性組成物において、ガラス粉末及び（メタ）アクリ
レートを含み、前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質
的に含まず、亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり
、フッ素の含有量が６．８質量％以下である。
　本発明の他の一態様は、歯科用重合性組成物において、ガラス粉末及び（メタ）アクリ
レートを含み、前記ガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質
的に含まず、亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であり
、ストロンチウムをさらに含み、ストロンチウムの含有量が、酸化ストロンチウム（Ｓｒ
Ｏ）に換算した量で１２．４質量％以下である。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明の一態様によれば、歯質脱灰抑制効果を向上させることが可能な歯科用重合性組
成物を提供することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に、本発明を実施するための形態を説明する。
【００１１】
　＜歯科用重合性組成物＞
　歯科用重合性組成物は、ガラス粉末及び（メタ）アクリレートを含む。
【００１２】
　歯科用重合性組成物の具体的な形態としては、例えば、歯科用接着剤、歯科用プライマ
ー、歯科用コート材、歯科用レジンセメント、歯科用コンポジットレジン、歯科用硬質レ
ジン、歯科切削加工用レジン材料、歯科用暫間修復材等が挙げられる。
【００１３】
　なお、歯科用重合性組成物は、１剤型及び２剤型のいずれであってもよい。
【００１４】
　また、歯科用重合性組成物を使用する際に、必要に応じて、歯面処理剤（例えば、特許
文献２参照）を併用してもよい。
【００１５】
　＜ガラス粉末＞
　本実施形態のガラス粉末は、亜鉛、ケイ素及びフッ素を含み、アルミニウムを実質的に
含まない。これにより、歯科用重合性組成物の歯質脱灰抑制効果を向上させることができ
る。
【００１６】
　本明細書及び請求の範囲において、アルミニウムを実質的に含まないとは、アルミニウ
ムの含有量が、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）に換算した量で１質量％以下であること
を意味する。
【００１７】
　これは、ガラス粉末の原料組成物にアルミニウム化合物を配合しなくても、ガラス粉末
の製造工程において、不純物として、アルミニウム化合物が混入する場合や、ガラス粉末
の組成を評価する蛍光Ｘ線分析装置の検出誤差等を考慮したものである。通常、ガラス粉
末の原料にアルミニウム化合物を配合しなければ、ガラス粉末中のアルミニウムの含有量
が、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）に換算した量で１質量％を超えることはない。
【００１８】
　ガラス粉末中のアルミニウムの含有量は、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）に換算した
量で０～０．５質量％であることが好ましく、０～０．３質量％であることがさらに好ま
しい。
【００１９】
　ガラス粉末中の亜鉛の含有量は、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０～６０質量％
であることが好ましく、２０～５５質量％であることがさらに好ましい。ガラス粉末中の
亜鉛の含有量が、酸化亜鉛（ＺｎＯ）に換算した量で１０質量％以上であることにより、
ガラス粉末の歯質脱灰抑制効果がさらに向上し、６０質量％以下であることにより、透明
性の高いガラス粉末が得られやすくなる。
【００２０】
　ガラス粉末中のケイ素の含有量は、酸化ケイ素（ＳｉＯ２）に換算した量で１５～５０
質量％であることが好ましく、２０～４０質量％であることがさらに好ましい。ここで、
ケイ素は、ガラス中で網目を形成する役割を果たす。ガラス粉末中のケイ素の含有量が、
酸化ケイ素（ＳｉＯ２）に換算した量で１５質量％以上であることにより、透明性の高い
ガラス粉末が得られやすくなり、５０質量％以下であることにより、適度な硬化性を有す
る歯科用重合性組成物が得られやすくなる。
【００２１】
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　ガラス粉末中のフッ素（Ｆ）の含有量は、１～３０質量％であることが好ましく、３～
２０質量％であることがさらに好ましい。ガラス粉末中のフッ素（Ｆ）の含有量が１質量
％以上であることにより、歯質の強化を期待することができ、３０質量％以下であること
により、適度な硬化性を有する歯科用重合性組成物が得られやすくなる。
【００２２】
　ガラス粉末は、カルシウム、リン、ストロンチウム、ランタン、ナトリウム、カリウム
等をさらに含んでいてもよい。
【００２３】
　ガラス粉末中のカルシウムの含有量は、酸化カルシウム（ＣａＯ）に換算した量で０～
３０質量％であることが好ましく、５～２０質量％であることがさらに好ましい。ガラス
粉末がカルシウムを含有することにより、歯科用重合性組成物の操作性が改善される。
【００２４】
　ガラス粉末中のリンの含有量は、酸化リン（Ｖ）（Ｐ２Ｏ５）に換算した量で０～１０
質量％であることが好ましく、０～５質量％であることがさらに好ましい。ガラス粉末が
リンを含有することにより、歯科用重合性組成物の操作性が改善される。
【００２５】
　ガラス粉末中のストロンチウムの含有量は、酸化ストロンチウム（ＳｒＯ）に換算した
量で０～４０質量％であることが好ましく、１０～３０質量％であることがさらに好まし
い。ガラス粉末がストロンチウムを含有することにより、歯科用重合性組成物の硬化物の
Ｘ線造影性が向上する。
【００２６】
　ガラス粉末中のランタンの含有量は、酸化ランタン（Ｌａ２Ｏ３）に換算した量で０～
５０質量％であることが好ましく、１０～４０質量％であることがさらに好ましい。ガラ
ス粉末がランタンを含有することにより、歯科用重合性組成物の硬化物の耐酸性が向上す
る。
【００２７】
　ガラス粉末中のナトリウムの含有量は、酸化ナトリウム（Ｎａ２Ｏ）に換算した量で０
～１５質量％であることが好ましく、１～１０質量％であることがさらに好ましい。ガラ
ス粉末がナトリウムを含有することにより、ガラス粉末の屈折率を下げ、透明性の高いガ
ラス粉末が得られやすくなる。
【００２８】
　ガラス粉末中のカリウムの含有量は、酸化カリウム（Ｋ２Ｏ）に換算した量で０～１０
質量％であることが好ましく、１～５質量％であることがさらに好ましい。ガラス粉末が
カリウムを含有することにより、ガラス粉末の屈折率を下げ、透明性の高いガラス粉末が
得られやすくなる。
【００２９】
　ガラス粉末の数平均粒子径は、０．０２～３０μｍであることが好ましく、０．０２～
２０μｍであることがさらに好ましい。ガラス粉末の数平均粒子径が０．０２μｍ以上で
あることにより、歯科用重合性組成物の操作性が改善され、３０μｍ以下であることによ
り、歯科用重合性組成物の硬化物の耐摩耗性が向上する。
【００３０】
　歯科用重合性組成物中のガラス粉末の含有量は、５～６０質量％であることが好ましく
、１０～５０質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中のガラス粉末の
含有量が５質量％以上であることにより、歯科用重合性組成物の歯質脱灰抑制効果が向上
し、６０質量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の接着性が向上する。
【００３１】
　＜ガラス粉末の製造方法＞
　本実施形態のガラス粉末は、亜鉛化合物、ケイ素化合物及びフッ素化合物を含み、アル
ミニウム化合物を含まない原料組成物を溶融させた後、粉砕することにより製造すること
ができる。
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【００３２】
　亜鉛化合物としては、特に限定されないが、酸化亜鉛、フッ化亜鉛等が挙げられ、二種
以上併用してもよい。
【００３３】
　ケイ素化合物としては、特に限定されないが、無水ケイ酸等が挙げられ、二種以上併用
してもよい。
【００３４】
　フッ素化合物としては、特に限定されないが、フッ化カルシウム、フッ化ストロンチウ
ム、フッ化ナトリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３５】
　原料組成物は、カルシウム化合物、リン化合物、ストロンチウム化合物、ランタン化合
物、ナトリウム化合物、カリウム化合物等をさらに含んでいてもよい。
【００３６】
　カルシウム化合物としては、特に限定されないが、フッ化カルシウム、リン酸カルシウ
ム、炭酸カルシウム、水酸化カルシウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３７】
　リン化合物としては、特に限定されないが、リン酸カルシウム、リン酸ストロンチウム
、リン酸二水素ナトリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３８】
　ストロンチウム化合物としては、特に限定されないが、フッ化ストロンチウム、水酸化
ストロンチウム、炭酸ストロンチウム、酸化ストロンチウム、リン酸ストロンチウム等が
挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００３９】
　ランタン化合物としては、特に限定されないが、フッ化ランタン、酸化ランタン等が挙
げられ、二種以上併用してもよい。
【００４０】
　ナトリウム化合物としては、特に限定されないが、リン酸二水素ナトリウム、炭酸ナト
リウム、フッ化ナトリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００４１】
　カリウム化合物としては、特に限定されないが、フッ化カリウム、炭酸カリウム、炭酸
水素カリウム、リン酸水素二カリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００４２】
　なお、原料組成物における各化合物は、ガラス粉末のアルミニウム以外の組成に対応す
るように配合すればよい。
【００４３】
　＜（メタ）アクリレート＞
　本明細書及び請求の範囲において、（メタ）アクリレートは、アクリレート又はメタク
リレートの各種のモノマー、オリゴマーあるいはプレポリマーを意味しており、１個以上
の（メタ）アクリロイルオキシ基を有する。
【００４４】
　（メタ）アクリレートとしては、特に限定されないが、メチル（メタ）アクリレート、
エチル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ）
アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレ
ート、テトラヒドロフルフリル（メタ）アクリレート、グリシジル（メタ）アクリレート
、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリ
レート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、２－メトキシエチル（メタ）ア
クリレート、２－エトキシエチル（メタ）アクリレート、２－メチルヘキシル（メタ）ア
クリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ベンジル（メタ）アクリレート
、２－ヒドロキシ－１，３－ジ（メタ）アクリロキシプロパン、エチレングリコールジ（
メタ）アクリレート、ジエチレングリコールジ（メタ）アクリレート、トリエチレングリ
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コールジ（メタ）アクリレート、ブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ネオペン
チルグリコールジ（メタ）アクリレート、１，３－ブタンジオールジ（メタ）アクリレー
ト、１，４－ブタンジオールジ（メタ）アクリレート、１，６－ヘキサンジオールジ（メ
タ）アクリレート、トリメチロールプロパントリ（メタ）アクリレート、トリメチロール
エタントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールトリ（メタ）アクリレート、ト
リメチロールメタントリ（メタ）アクリレート、ペンタエリスリトールテトラ（メタ）ア
クリレート、ポリブチレングリコールジ（メタ）アクリレート、ビスフェノールＡジグリ
シジル（メタ）アクリレート、ジ－２－（メタ）アクリロイルオキシエチル－２，２，４
－トリメチルヘキサメチレンジカルバメート、１，３，５－トリス［１，３－ビス｛（メ
タ）アクリロイルオキシ｝－２－プロポキシカルボニルアミノヘキサン］－１，３，５－
（１Ｈ，３Ｈ，５Ｈ）トリアジン－２，４，６－トリオン、２，２－ビス－４－（３－（
メタ）アクリロイルオキシ－２－ヒドロキシプロピル）－フェニルプロパン、Ｎ，Ｎ’－
（２，２，４－トリメチルヘキサメチレン）ビス〔２－（アミノカルボキシ）プロパン－
１，３－ジオール〕テトラメタクリレート、２，２’－ビス（４－ヒドロキシシクロヘキ
シル）プロパンと２－オキシパノンとヘキサメチレンジイソシアネートと２－ヒドロキシ
エチル（メタ）アクリレートとからなるウレタンオリゴマーの（メタ）アクリレート、１
，３－ブタンジオールとヘキサメチレンジイソシアネートと２－ヒドロキシエチル（メタ
）アクリレートとからなるウレタンオリゴマーの（メタ）アクリレート等が挙げられ、二
種以上併用してもよい。
【００４５】
　（メタ）アクリレートとしては、酸基を有する（メタ）アクリレートを使用することも
できる。
【００４６】
　なお、酸基を有する（メタ）アクリレートは、複数個の酸基を有していてもよい。
【００４７】
　本実施形態の歯科用重合性組成物に、酸基を有する（メタ）アクリレートを添加すると
、歯質や、歯科用修復物の材料であるジルコニア、アルミナ等のセラミックスや、貴金属
を含む合金に対する接着性を付与することができる。
【００４８】
　酸基は、リン酸基又はカルボキシル基であることが好ましい。
【００４９】
　リン酸基は、カルボキシル基よりも強い酸性を示すことから、歯面のスメアー層を溶解
させる効果や歯質を脱灰させる効果が高く、特に、エナメル質に対する接着性を向上させ
る効果が高い。
【００５０】
　リン酸基を有する（メタ）アクリレートとしては、２－（メタ）アクリロイルオキシエ
チルジハイドロジェンホスフェート、ビス［２－（メタ）アクリロイルオキシエチル］ハ
イドロジェンホスフェート、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルフェニルハイドロジ
ェンホスフェート、６－（メタ）アクリロイルオキシヘキシルジハイドロジェンホスフェ
ート、６－（メタ）アクリロイルオキシヘキシルフェニルハイドロジェンホスフェート、
１０－（メタ）アクリロイルオキシデシルジハイドロジェンホスフェート、１，３－ジ（
メタ）アクリロイルプロパン－２－ジハイドロジェンホスフェート、１，３－ジ（メタ）
アクリロイルプロパン－２－フェニルハイドロジェンホスフェート、ビス［５－｛２－（
メタ）アクリロイルオキシエトキシカルボニル｝ヘプチル］ハイドロジェンホスフェート
等が挙げられる。中でも、歯科用重合性組成物の接着性及び（メタ）アクリレート自体の
安定性の点から、１０－（メタ）アクリロイルオキシデシルジハイドロジェンホスフェー
トが特に好ましい。
【００５１】
　カルボキシル基を有する（メタ）アクリレートとしては、４－（メタ）アクリロキシエ
チルトリメリット酸、４－（メタ）アクリロキシエチルトリメリット酸無水物、４－（メ
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タ）アクリロキシデシルトリメリット酸、４－（メタ）アクリロキシデシルトリメリット
酸無水物、１１－（メタ）アクリロイルオキシ－１，１－ウンデカンジカルボン酸、１，
４－ジ（メタ）アクリロイルオキシピロメリット酸、２－（メタ）アクリロイルオキシエ
チルマレイン酸、２－（メタ）アクリロイルオキシエチルフタル酸、２－（メタ）アクリ
ロイルオキシエチルヘキサヒドロフタル酸等が挙げられる。中でも、歯科用重合性組成物
の接着性の点から、４－（メタ）アクリロキシエチルトリメリット酸、４－（メタ）アク
リロキシエチルトリメリット酸無水物が特に好ましい。
【００５２】
　歯科用重合性組成物中の（メタ）アクリレートの含有量は、２０～９０質量％であるこ
とが好ましく、３０～８０質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の
（メタ）アクリレートの含有量が２０質量％以上であることにより、歯科用重合性組成物
の接着性が向上し、９０質量％以下であることにより、その他の成分の含有量を確保する
ことができ、歯科用重合性組成物としての性能がさらに向上する。
【００５３】
　＜重合開始剤＞
　本実施形態の歯科用重合性組成物は、重合開始剤をさらに含むことが好ましい。
【００５４】
　（メタ）アクリレートの重合開始方法は、特に限定されるものではなく、例えば、熱や
可視光、電磁波（赤外線、紫外線、Ｘ線等）、電子線などにより、重合開始に必要なエネ
ルギーを本実施形態の歯科用重合性組成物に供給すればよい。
【００５５】
　ただし、（メタ）アクリレートの重合開始方法によらず、本実施形態の歯科用重合性組
成物が重合開始剤をさらに含むことにより、（メタ）アクリレートモノマーの重合開始に
必要なエネルギーを大きく下げることができ、かつ重合反応の制御が容易になる。
【００５６】
　重合開始剤としては、化学重合開始剤を用いることができる。このとき、酸化剤と還元
剤を組み合わせて用いることにより、化学重合開始剤とすることができる。例えば、酸化
剤を含む一方の剤と、還元剤を含むもう一方の剤からなる歯科用重合性組成物を混合する
と、（メタ）アクリレートが重合を開始し、歯科用重合性組成物が硬化する。
【００５７】
　酸化剤としては、特に限定されないが、クメンヒドロペルオキシド、ジイソプロピルベ
ンゼンヒドロペルオキシド、ジ－ｔ－ブチルペルオキシド、ラウロイルペルオキシド、ベ
ンゾイルペルオキシド、ｔ－ブチルペルオキシイソプロピルカーボネート、ｔ－ブチルペ
ルオキシ－２－エチルヘキサノエート等の過酸化物、アゾビスイソブチロニトリル、１，
１’－アゾビス（シクロヘキサンカルボニトリル）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメ
チルバレロニトリル）、ジメチル２，２’－アゾビス（２－メチルプロピオネート）等の
アゾ化合物、過酸化水素、過硫酸塩等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００５８】
　歯科用重合性組成物中の酸化剤の含有量は、０．１～１０質量％であることが好ましく
、０．２～５質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の酸化剤の含有
量が０．１質量％以上であることにより、歯科用重合性組成物の接着性が向上し、１０質
量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の保存安定性が向上する。
【００５９】
　還元剤としては、特に限定されないが、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－トルイジン、トリエタ
ノールアミン、トリルジエタノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、４－ジ
メチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル等の３級アミン、
Ｎ－フェニルグリシン、ｐ－トルエンスルフィン酸ナトリウム、ベンゼンスルフィン酸ナ
トリウム等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００６０】
　歯科用重合性組成物中の還元剤の含有量は、０．１～１０質量％であることが好ましく
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、０．２～５質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の還元剤の含有
量が０．１質量％以上である場合、又は、１０質量％以下である場合は、歯科用重合性組
成物の接着性がさらに向上する。
【００６１】
　また、重合開始剤としては、化学重合開始剤の代わりに、又は、化学重合開始剤と共に
、光重合開始剤を用いることもできる。歯科用重合性組成物が光重合開始剤を含むと、光
を照射することにより、（メタ）アクリレートが重合を開始し、歯科用重合性組成物が硬
化する。
【００６２】
　光重合開始剤としては、特に限定されないが、ケトン系化合物、α－ジケトン系化合物
、ケタール系化合物、アントラキノン系化合物、チオキサントン系化合物、ベンゾインア
ルキルエーテル系化合物、アシルホスフィンオキシド系化合物等が挙げられ、二種以上併
用してもよい。
【００６３】
　ケトン系化合物としては、例えば、ベンゾフェノン、ビス（４－ジメチルアミノフェニ
ル）ケトン、４，４’－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン等が挙げられる。
【００６４】
　α－ジケトン系化合物としては、例えば、カンファーキノン、ベンジル、ジアセチル、
アセナフテンキノン、９，１０－フェナントラキノン等が挙げられる。
【００６５】
　ケタール系化合物としては、例えば、ベンジルケタール、ジアセチルケタール、ベンジ
ルジメチルケタール、ベンジルジエチルケタール、ベンジルビス（β－フェニルエチル）
ケタール、ベンジルビス（２－メトキシエチル）ケタール、４，４’－ジメチル（ベンジ
ルジメチルケタール）等が挙げられる。
【００６６】
　アントラキノン系化合物としては、例えば、アントラキノン、１－クロロアントラキノ
ン、２－クロロアントラキノン、１，２－ベンズアントラキノン、１－ヒドロキシアント
ラキノン、１－メチルアントラキノン、２－エチルアントラキノン、１－ブロモアントラ
キノン等が挙げられる。
【００６７】
　チオキサントン系化合物としては、例えば、チオキサントン、２－イソプロピルチオキ
サントン、２－ニトロチオキサントン、２－メチルチオキサントン、２，４－ジメチルチ
オキサントン、２，４－ジエチルチオキサントン、２，４－ジイソプロピルチオキサント
ン、２－クロロ－７－トリフルオロメチルチオキサントン、チオキサントン－１０，１０
－ジオキシド、チオキサントン－１０－オキシド、２－エチルチオキサントン、２－クロ
ロチオキサントン、２－ヒドロキシ－３－（３，４－ジメチル－９－オキソ－９Ｈ－チオ
キサンテン－２－イルオキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロパンアミニウムクロ
ライド等が挙げられる。
【００６８】
　ベンゾインアルキルエーテル系化合物としては、例えば、ベンゾインメチルエーテル、
ベンゾインエチルエーテル、ベンゾインプロピルエーテル、ベンゾインイソブチルエーテ
ル等が挙げられる。
【００６９】
　アシルホスフィンオキシド系化合物としては、例えば、２，４，６－トリメチルベンゾ
イルジフェニルホスフィンオキシド、２，４，６－トリメトキシベンゾイルジフェニルホ
スフィンオキシド、２，６－ジメチルベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド、２，６
－ジメトキシベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド等が挙げられる。
【００７０】
　歯科用重合性組成物中の光重合開始剤の含有量は、０．１～１０質量％であることが好
ましく、０．２～５質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の光重合
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開始剤の含有量が０．１質量％以上であることにより、歯科用重合性組成物の接着性が向
上し、１０質量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の保存安定性が向上する。
【００７１】
　重合開始剤として、光重合開始剤を用いる場合、光重合促進剤を併用してもよい。
【００７２】
　光重合促進剤としては、特に限定されないが、Ｎ，Ｎ－ジメチル－ｐ－トルイジン、ト
リエタノールアミン、トリルジエタノールアミン、４－ジメチルアミノ安息香酸メチル、
４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸イソアミル等の３級ア
ミン、バルビツール酸、１，３－ジメチルバルビツール酸、１，３，５－トリメチルバル
ビツール酸、１，３，５－トリエチルバルビツール酸、５－ブチルバルビツール酸、１－
ベンジル－５－フェニルバルビツール酸、１－シクロヘキシル－５－エチルバルビツール
酸等のバルビツール酸誘導体等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００７３】
　歯科用重合性組成物中の光重合促進剤の含有量は、０．１～５質量％であることが好ま
しく、０．２～１質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の光重合促
進剤の含有量が０．１質量％以上５質量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の
接着性がさらに向上する。
【００７４】
　＜その他の成分＞
　歯科用重合性組成物は、重合禁止剤、本実施形態のガラス粉末以外のフィラーをさらに
含んでいてもよい。
【００７５】
　重合禁止剤としては、特に限定されないが、ジブチルヒドロキシトルエン、２，６－ｔ
－ブチル－２，４－キシレノール等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００７６】
　歯科用重合性組成物中の重合禁止剤の含有量は、０．１～５質量％であることが好まし
く、０．２～１質量％であることがさらに好ましい。歯科用重合性組成物中の重合禁止剤
の含有量が０．１質量％以上５質量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の保存
安定性が向上する。
【００７７】
　本実施形態のガラス粉末以外のフィラーは、有機フィラー及び無機フィラーのいずれで
あってもよいが、無機フィラーであることが好ましい。
【００７８】
　無機フィラーとしては、特に限定されないが、シリカ粉末、本実施形態のガラス粉末以
外のガラス粉末（例えば、バリウムガラス粉末、フルオロアルミノシリケートガラス粉末
）等が挙げられ、二種以上併用してもよい。
【００７９】
　無機フィラーは、必要に応じて、シランカップリング剤等の表面処理剤により処理され
ていてもよい。
【００８０】
　歯科用重合性組成物中の本実施形態のガラス粉末以外のフィラーの含有量は、０．１～
２０質量％であることが好ましく、０．５～１０質量％であることがさらに好ましい。歯
科用重合性組成物中の本実施形態のガラス粉末以外のフィラーの含有量が０．１質量％以
上２０質量％以下であることにより、歯科用重合性組成物の接着性がさらに向上する。
【実施例】
【００８１】
　以下、実施例及び比較例を挙げ、本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は、これら
実施例に限定されるものではない。
【００８２】
　＜実施例１～１４＞
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　［ガラス粉末の作製］
　酸化亜鉛（ＺｎＯ）、無水ケイ酸（ＳｉＯ２）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）、リン
酸カルシウム（Ｃａ３（ＰＯ４）２）、フッ化ストロンチウム（ＳｒＦ２）、酸化リン（
Ｐ２Ｏ５）、酸化ランタン（Ｌａ２Ｏ３）、フッ化ナトリウム（ＮａＦ）及び炭酸水素カ
リウム（ＫＨＣＯ３）を所定の比率で配合した後、乳鉢を用いて、充分に混合撹拌した。
得られた混合物を白金るつぼに入れ、電気炉内に設置した。電気炉を１３００℃まで昇温
し、溶融させて十分均質化した後、水中に流し出し、塊状のガラスとした。得られた塊状
のガラスを、アルミナ製のボールミルを用いて、２０時間乾式粉砕した後、１２０メッシ
ュの篩を通過させた。さらに、アルミナ製のボールミルを用いて、６６時間湿式粉砕し、
ガラス粉末を得た。
【００８３】
　次に、ガラス粉末の数平均粒子径及び組成を評価した。
【００８４】
　＜ガラス粉末の粒径＞
　レーザー回折散乱式粒度分布計ＬＡ－９５０（堀場製作所社製）を用いて、ガラス粉末
の粒度分布を測定した。
【００８５】
　表１、２に、ガラス粉末の数平均粒子径の測定結果を示す。
【００８６】
　＜ガラス粉末の組成＞
　蛍光Ｘ線分析装置ＺＳＸ　Ｐｒｉｍｕｓ　ＩＩ（リガク社製）を用いて、ガラス粉末を
分析し、組成を求めた。
【００８７】
　表１に、ガラス粉末の組成（単位：質量％）の評価結果を示す。
【００８８】
　なお、Ｚｎ、Ａｌ、Ｓｉ、Ｃａ、Ｐ、Ｓｒ、Ｌａ、Ｎａ及びＫの含有量は、それぞれＺ
ｎＯ、Ａｌ２Ｏ３、ＳｉＯ２、ＣａＯ、Ｐ２Ｏ５、ＳｒＯ、Ｌａ２Ｏ３、Ｎａ２Ｏ及びＫ

２Ｏに換算した量である。
【００８９】
　なお、実施例１～１３においては、原料組成物にアルミニウム化合物を配合していない
が、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）に換算した量で０．１～０．５質量％のアルミニウ
ムが検出された。この原因としては、粉砕時に使用したアルミナ製のボールやアルミナ製
のポット由来のアルミナが混入したこと、あるいは、蛍光Ｘ線分析装置の検出誤差が考え
られる。
【００９０】
　［接着剤の作製］
　表１Ａ及び表１Ｂに示す配合［質量％］で、ガラス粉末、メタクリレート、重合開始剤
、重合促進剤、重合禁止剤、フィラーを混合することにより、接着剤を作製した。
【００９１】
　ここで、実施例７の接着剤は、２剤型であり、第１剤及び第２剤を質量比１：１で混合
した。また、実施例７以外の接着剤は、１剤型である。
【００９２】
　なお、表１Ａ及び表１Ｂにおける略称の意味は、以下の通りである。
【００９３】
　（メタクリレート）
　ＨＥＭＡ：２－ヒドロキシエチルメタクリレート
　ＮＰＧ：ネオペンチルグリコールジメタクリレート
　３Ｇ：トリエチレングリコールジメタクリレート（新中村化学工業社製）
　Ｂｉｓ－ＧＭＡ：ビスフェノールＡグリシジルメタクリレート（２，２－ビス［４－（
２－ヒドロキシ－３－メタクリロイルオキシプロポキシ）フェニル］プロパン）
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　ＵＤＭＡ：ジ－２－メタクリロイルオキシエチル－２，２，４－トリメチルヘキサメチ
レンジカルバメート
　ＭＤＰ：１０－メタクリロイルオキシデシルジハイドロジェンホスフェート
　（光重合開始剤）
　ＣＱ：カンファーキノン
　ＴＰＯ：２，４，６－トリメトキシベンゾイルジフェニルホスフィンオキシド（ＢＡＳ
Ｆ社製）
　（光重合促進剤）
　ＥＰＡ：４－ジメチルアミノ安息香酸エチル
　（化学重合開始剤における酸化剤）
　ＢＰＯ：ベンゾイルペルオキシド
　（化学重合開始剤における還元剤）
　ＰＡ：ｐ－トリルジエタノールアミン
　（重合禁止剤）
　ＢＨＴ：ジブチルヒドロキシトルエン
　（フィラー）
　無機フィラー：数平均粒子径０．２μｍのアエロジルＲ９７２（日本アエロジル社製）
　＜比較例１～７＞
　［ガラス粉末の作製］
　酸化亜鉛（ＺｎＯ）、酸化アルミニウム（Ａｌ２Ｏ３）、フッ化アルミニウム（ＡｌＦ

３）、無水ケイ酸（ＳｉＯ２）、フッ化カルシウム（ＣａＦ２）、リン酸カルシウム（Ｃ
ａ３（ＰＯ４）２）、フッ化ストロンチウム（ＳｒＦ２）、酸化リン（Ｐ２Ｏ５）、酸化
ランタン（Ｌａ２Ｏ３）、フッ化ナトリウム（ＮａＦ）及び炭酸水素カリウム（ＫＨＣＯ

３）を所定の比率で配合した後、乳鉢を用いて、充分に混合撹拌した。得られた混合物を
白金るつぼに入れ、電気炉内に設置した。電気炉を１３００℃まで昇温し、溶融させて十
分均質化した後、水中に流し出し、塊状のガラスとした。得られた塊状のガラスを、アル
ミナ製のボールミルを用いて、２０時間乾式粉砕した後、１２０メッシュの篩を通過させ
た。さらに、アルミナ製のボールミルを用いて、６６時間湿式粉砕し、ガラス粉末を得た
。
【００９４】
　［接着剤の作製］
　表２に示す配合［質量％］で、ガラス粉末、メタクリレート、重合開始剤、重合促進剤
、重合禁止剤、フィラーを混合することにより、接着剤を作製した。
【００９５】
　ここで、比較例１～７の接着剤は、１剤型である。
【００９６】
　次に、接着剤の歯質脱灰抑制効果及び接着性を評価した。
【００９７】
　＜歯質脱灰抑制効果＞
　ボンディング材Ｇ－プレミオボンド（ジーシー社製）を牛歯象牙質に塗布し、１０秒間
放置した後、強圧エアーで５秒間乾燥させた。次に、接着剤を塗布した後、弱圧エアーで
接着剤を薄く伸ばした。さらに、光照射器Ｇ－ライトプリマ（ジーシー社製）を用いて、
モード２０で光を照射して、ボンディング材及び接着剤を硬化させた。
【００９８】
　３７℃の脱灰液（５０ｍＭ酢酸、１．５ｍＭ塩化カルシウム、０．９ｍＭリン酸二水素
カリウム、ｐＨ４．５）に、ボンディング材及び接着剤の硬化物が形成された牛歯象牙質
を２４時間浸漬した。
【００９９】
　Ｘ線検査装置（ＣＴ）を用いて、透過法により、ボンディング材及び接着剤の硬化物が
形成された牛歯象牙質を撮影し、画像処理ソフトを用いて、撮影された画像を解析し、ミ
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ネラルロス量を求め、歯質脱灰抑制効果を評価した。なお、歯質脱灰抑制効果の判定基準
は、以下の通りである。
【０１００】
　Ａ：ミネラルロス量が３１００体積％・μｍ未満である場合
　Ｂ：ミネラルロス量が３１００体積％・μｍ以上３６００体積％・μｍ未満である場合
　Ｃ：ミネラルロス量が３６００体積％・μｍ以上である場合
　ここで、ボンディング材及び接着剤を塗布しなかった以外は、上記と同様にして、歯質
脱灰抑制効果を評価したところ、ミネラルロス量は、４５５７体積％・μｍ以上であった
。
【０１０１】
　［接着性］
　ウシ下顎前歯の歯冠部を唇面が露出するように常温重合型レジンに包埋した後、粒度が
３２０のＳｉＣ研磨紙を用いて、エナメル質（又は象牙質）が露出するまで研磨した。
【０１０２】
　ボンディング材Ｇ－プレミオボンド（ジーシー社製）を研磨した歯質に塗布し、１０秒
間放置した後、強圧エアーで５秒間乾燥させた。次に、接着剤を塗布した後、弱圧エアー
で接着剤を薄く伸ばした。さらに、接着剤が塗布された側の面に、直径が２．３８ｍｍの
穴が開いているモールド（ＵＬＴＲＡＤＥＮＴ社製）を置いて、被接着面の面積を規定し
た後、光照射器Ｇ－ライトプリマ（ジーシー社製）を用いて、モード１０で光を照射し、
ボンディング材及び接着剤を硬化させた。次に、コンポジットレジンとしての、クリアフ
ィルＡＰ－Ｘ（クラレ社製）をモールド内に充填した後、光照射器Ｇ－ライトプリマ（ジ
ーシー社製）を用いて、モード２０で光を照射し、コンポジットレジンを硬化させた。さ
らに、３７℃の水中で２４時間保管して、試験体とした。
【０１０３】
　小型卓上試験機ＥＺ－Ｓ（島津製作所社製）を用いて、クロスヘッドスピード１ｍｍ／
ｍｉｎの条件で、５個の試験体のせん断試験を実施した後、エナメル質（又は象牙質）に
対する接着強さの平均値を求め、接着性を評価した。接着性の判定基準は、以下の通りで
ある。
【０１０４】
　Ａ：接着強さの平均値が２５ＭＰａ以上である場合
　Ｂ：接着強さの平均値が２５ＭＰａ未満である場合
　表１Ａ、表１Ｂ及び表２に、接着剤の歯質脱灰抑制効果及び接着性の評価結果を示す。
【０１０５】
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【表１Ａ】

【０１０６】
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【表１Ｂ】

【０１０７】
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【表２】

　表１Ａ、表１Ｂ及び表２から、実施例１～１４の接着剤は、歯質脱灰抑制効果及び接着
性が高いことがわかる。
【０１０８】
　これに対して、比較例１の接着剤は、ガラス粉末を含まないため、歯質脱灰抑制効果が
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低い。
【０１０９】
　また、比較例２～７の接着剤は、ガラス粉末中のアルミニウムの含有量が、酸化アルミ
ニウム（Ａｌ２Ｏ３）で換算した量で２１．３～２５．９質量％であるため、歯質脱灰抑
制効果が低い。
【０１１０】
　本国際出願は、２０１６年６月１３日に出願された日本国特許出願２０１６－１１７３
４８に基づく優先権を主張するものであり、日本国特許出願２０１６－１１７３４８の全
内容を本国際出願に援用する。
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